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わたしはだれでしょう？̶カードを選
え ら

ぼう 

イ
ラ
ス
ト
／
ジ
ェ
フ
・
ハ
ー
ビ
ー

これらのカードを使
つか

って，F12 － F13 ページのゲームをしよう。

わたしは，何
なん

年
ねん

も前
まえ

に，お
父
とう

さんがじげんを見
み

たと
きに神

かみ

に帰
き

依
え

しました。
ラモーナイ王

おう

のために働
はたら

いていたとき
に，多

おお

くの人
ひと

々
びと

が神
かみ

の力
ちから

について知
し

る
ことができるように助

たす

けました。

エービシ

わたしは，福
ふく

音
いん

について
知
し

ったときに，じげんを
見
み

ました。わたしは，イ
エス様

さま

を見
み

ました！ 父
ちち

にあかしを伝
つた

え，宣
せん

教
きょう

師
し

をろうやから救
すく

い出
だ

すのを
助
たす

けました。

ラモーナイ王
おう

わたしは，イエスは実
じつ

在
ざい

しないと人
ひと

々
びと

を説
せっ

得
とく

しよ
うとし，神

かみ

がいるという
しょうこを求

もと

めました。すると突
とつ

然
ぜん

，
話
はな

すことも聞
き

くこともできなくなりま
した！

コリホル

わたしは，預
よ

言
げん

者
しゃ

の父
ちち

に
ちなんで名

な

づけられまし
た。友

ゆう

人
じん

とわたしは，悪
わる

い選
せん

択
たく

をしたことがありました。でも
その後

ご

，わたしたちはくい改
あらた

めて宣
せん

教
きょう

師
し

になりました。

息
むす

子
こ

アルマ

わたしたちはかつて，戦
せん

争
そう

ばかりしていたレーマ
ン人

じん

でしたが，神
かみ

にした
がうことにしました。そこで戦

せん

争
そう

の武
ぶ

器
き

をうめ，もう二
に

度
ど

とたたかわないと
約
やく

束
そく

しました。

アンタイ・ニーファイ・  
リーハイ人

じん

わたしは，モーサヤの息
むす

子
こ

の一
ひと

人
り

です。伝
でん

道
どう

中
ちゅう

，
わたしはラモーナイ王

おう

の
羊

ひつじ

のむれを守
まも

りました。ラモーナイ王
おう

と王
おう

妃
ひ

に，福
ふく

音
いん

について教
おし

えました。

アンモン

わたしは，夫
おっと

は死
し

んだと
人
ひと

々
びと

が思
おも

ったときに，夫
おっと

を守
まも

りました。神
かみ

につい
て知

し

ってから，しもべのエービシに助
たす

けてもらい，立
た

ち上
あ

がって人
ひと

々
びと

を教
おし

え
ました。

王
おう

 妃
ひ

わたしは，ニーファイ人
じん

の軍
ぐん

隊
たい

の司
し

令
れい

官
かん

でした
が，人

ひと

々
びと

をきずつけたく
はありませんでした。守

まも

るべき最
もっと

も大
たい

切
せつ

なものが何
なに

かを人
ひと

々
びと

に思
おも

い起
お

こさせ
るために，自

じ

由
ゆう

の旗
はた

を作
つく

りました。

司
し

令
れい

官
かん

モロナイ

わたしたちは，自
じ

分
ぶん

たち
の母

はは

親
おや

から信
しん

仰
こう

について
学
まな

びました。家
か

族
ぞく

を守
まも

ら
なければならなくなったとき，神

かみ

が助
たす

けてくださると信
しん

頼
らい

しました。そし
て，ほんとうに神

かみ

は助
たす

けてくださいま
した！

ゆうかんな兵
へい

士
し

たち

アロン

わたしは，モーサヤの息
むす

子
こ

の一
ひと

人
り

です。伝
でん

道
どう

中
ちゅう

，
ラモーナイ王

おう

の父
ちち

親
おや

と
母
はは

親
おや

を教
おし

えました。それから，かれら
は，その土

と

地
ち

にいる宣
せん

教
きょう

師
し

を守
まも

る法
ほう

律
りつ

を作
つく

りました。

わたしは，王
おう

になりたく
てたまりませんでした！
レーマン人

じん

の指
し

揮
き

官
かん

に毒
どく

を飲
の

ませ，軍
ぐん

を乗
の

っ取
と

りました。人
ひと

々
びと

に，たがいに戦
たたか

い，きずつけあうよう
に説

せっ

得
とく

しようとしました。

アマリキヤ はしため

だれかにきずつけられた
とき，わたしは勇

ゆう

敢
かん

にそ
のことを人

ひと

に伝
つた

えて，助
たす

けを求
もと

めました。わたしは司
し

令
れい

官
かん

モロ
ナイと協

きょう

力
りょく

して，その民
たみ

を守
まも

りました。




